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■開会あいさつ 

NPO 法人地域づくりサポートネット 

山内秀彦 

今年度の「第28回三遠南信サミ

ット2021 in 遠州」は初めてオン

ラインで開催することになり、住

民セッションは事前収録し録画配

信されることになりました。今回の住民セッ

ションはコロナ禍で住民団体の活動が難しく

なっている中で、どんな影響を受けているか

を意見交換する場として、サミットテーマに

沿って「ウィズコロナ時代における市民活動

の見直しと新たな取り組み」という住民セッ

ションテーマを設け、3つの話題で意見交換会

を行うことにしました。現在このような社会

状況の中でオンラインでも交流ができ、多く

のみなさんと情報交換ができる機会にもなる

と捉えて取り組んでいければと考えます。 

 

■開催趣旨説明 

愛知大学綜合郷土研究所 平川雄一 

2020 年に世界的に流行した新

型コロナウィルス感染症の拡大・

蔓延の影響を受けまして、市民団

体が主催するイベントや行事など

が全国的に中止あるいは延期が相次ぎ、市民

活動にも大きな影響が出てしまいました。三

遠南信地域の市民団体でも活動自粛を余儀な

くされたところが多かったと思います。そこ

で今回の住民セッションではこうした影響下

での市民活動の現状を情報共有したいと考え

まして、市民団体の活動状況と今後の取り組

みについて「ウィズコロナ時代における市民

活動の見直しと新たな取り組み」のテーマで

意見交換しようということになりました。 

意見交換は 3 つの話題を決めまして、各話

題に対して 1～2 名、計 4 名に提供者として発

表していただきます。各話題おおよそ 30 分ず

つで進めます。各話題は、最初に 10 分程度で

プレゼンテーションし、その後参加者のみな

さんから自由に意見を述べていただきたいま

す。参加者のみなさんと活発な意見交換がで

きればと思います。 

 

■意見交換会 

話題① コロナ禍の市民活動状況 

浜松市市民協働センター 今中秀裕 

浜松市市民協働センターは、市

民と行政の中間的な立場で市民活

動に関する情報の提供や活動支援

を行っています。平成 22 年に開設

し、今年で 11 年目になります。建物は 3 階建

て、1・2 階が市民協働センターで、オープン

スペースは市民活動団体が役員会などに無料

で使えるように開放しています。管理運営は

指定管理者として、「浜松市民協働サポートグ

ループ」を(株)東海まちづくり研究所（共同

事業体代表）、認定 NPO 法人魅惑的倶楽部（エ

キゾチッククラブ）、東海ビル管理(株)の 3

団体が組織して運営しています。 

それでは協働センターの役割について説

明します。機能としては 5 つで「NPO 法人等

の組織強化（相談機能充実）」「市民活動の担

い手の育成」「交流と活動のマッチングの支援」

「連携強化（他団体や大学、企業等）」「新規

利用者の掘り起こし・認知度向上」です。 

「NPO 法人等の組織強化」では、新型コロ

ナウィルス感染症の影響で人が集まったり対

面で話をしたりすることが難しくなり、NPO

法人で毎年開催が必要な総会や理事会ができ

ませんでした。そこで、YouTube を使ってみ

なし総会（書面表決）のやり方を紹介しまし

た。また、会議や打ち合わせでよく使うよう
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になった Zoomについて、初心者のための Zoom

講座を三密にならない形で開きました。 

「市民活動の担い手育成」では、中高生の

ボランティアクエスト、50 歳代からのボラ活

のすすめなどを開催。コロナの影響でお店の

営業時間が制限されたり、お客様が減少した

りする中で、まちなかの商業者等を応援して

活性化させていくために「ゆるはま」という

ビデオクリップを作って YouTube で流してい

ます。 

「交流と活動マッチング」では、これまで

NPO 法人や市民活動団体、行政、民間企業の

方などに会場に集まっていただき、それぞれ

の活動を紹介し協働してできる事業をマッチ

ングさせていくパートナーシップミーティン

グを開催していました。今年度は対面をやめ

て市民協働センター1 階をスタジオ化して、

ここで Zoom や YouTube で配信しました。 

「連携強化」では、特に今年は東日本大震

災から 10 年になりますが、こうしたことを忘

れずに次世代に継承するために大学生たちが、

3.11 復光キャンドルナイトを毎年やってき

ました。昨年はコロナウィルス感染拡大防止

のために中止になりましたが、今年は事前に

写真展とシンポジウムを大学生たちのグルー

プと協力して行なっています。企業との連携

では、CSR 相談、NPO 団体の協働相手の紹介相

談なども実施しています。 

「新規利用者の掘り起こし」としては、大

学生ボランティアの活動拠点づくりを支援し

ています。センター2 階に市内の各大学から

集まった学生ボランティアが「FRESH ひろば」

を開設してボランティア活動を行っています

が、こうした活動の支援をしています。それ

から昨年から始めたアイリーンブループロジ

ェクトがあります。第 1 回東西震災シンポジ

ウムを開催して、その時に石巻市在住の方の

話から奇跡の花「あいりちゃん」（フランス菊）

を育てることで命の大切さを学ぶプロジェク

トを実施し、新しい試み、新しい利用者の掘

り起こしを進めています。 

浜松市内の NPO 法人ですが、浜松市内に事

務所のある NPO 法人数は、現在総数 234 法人

で、昨年 1 年間で解散したのが 8 法人、新し

くできたのは 3 法人です。今年はコロナの影

響で人が集まって設立総会開催などが難しか

ったせいか、例年より設立法人数は少なかっ

たです。 

6 月に緊急事態宣言が解除されてから市内

の 250 の市民活動団体にアンケート調査をお

願いして 74 件回答がありました。市民活動の

中で困っていることや不安なことでは、総会

や理事会の開催で、総会を書面表決で実施し

た団体は 15 団体。会議や打ち合わせは集まる

会議を中止してメールでのやり取りが中心で

した。 

イベントを中止・延期したのは 74 団体の

うち 30 団体以上。事業休止や活動制限によっ

て活動収益に影響が出ているところもいくつ

かありました。6 月でも活動再開の見通しが

立てられない状況にあることが多くの団体の

困っていることでした。 

市民協働センターや行政に求めるサポー

トでは、安心安全に使える場所がほしいとい

う意見が非常に多かったです。自分たちの団

体活動を発信できる場の提供、新しい生活様

式を取り入れた参考事例、ガイドラインの紹

介などがありました。新しい生活様式を取り

入れた活動の取り組みでは、3 密回避、消毒、

換気、マスク着用、健康管理などありました。

イベント開催や集まり方について、悩みが多

く、課題が出ていました。 

オンラインツールの使用状況は、74 団体中

36 団体が使っていて、NPO 法人は 30 団体でし

た。使用アプリは主に Zoom、Skype、LINE な

どでした。Zoom の初心者講座があったら参加

したいと答えた団体は 32 団体で、使ったこと

がないのは 22 団体でした。この結果から市民
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協働センターの Zoom 講座開催につながって

いった事例になります。。 

 

【話題① 意見交換】 

 

鈴木達也 私の団体の今年度の事

業は、森と緑づくりの環境学習に

関することで、屋外で参加人数を

減らして実施しました。実施後、A

判四ページの報告書を作成してそれを関係各

所に配布して事業提言を紹介することで対応

しました。 

高柳俊男 私は伊那 VALLEY 映画

祭を 2019 年から開催していまし

て、2020 年 11 月に 2 回目を開催

しました。コロナ禍でオンライン

配信はどうかと思いましたが、著作権の問題

がありますので今回無理かと思いましたが、

映画祭の協賛企業が感染症対策をきちんとや

って第 2 回もやりましょうということになり、

事前申込制、人数制限、そして現場では感染

症対策をとって 3 日間、第 1 回目と同じよう

に開催しました。特に感染を拡大することも

なく無事に終了しました。コロナ禍でのイベ

ント開催は、団体によっては人数を半分する

など難しいこともあると思いますが、私たち

の場合はすべて協賛企業のおかげで、会場は

協賛企業のホールを使用し、入場は無料で収

益を考えなくても済みました。これは他の団

体も同じようにはいかないと思いますし、こ

の経験が参考になるかどうかわかりませんが、

私の経験をお伝えしました。 

 

話題② コロナ禍の伝統芸能の実施と見つめ

直し 

NPO 法人てほへ 大脇 聡 

2 年前の写真を見ると、普通に

花祭りが開催できていていました。

これだけ人がいっぱいいて、声を

出しながら舞い狂ってお湯をかけ

たり接触したりしていて、まさに三密状態の

花祭りなんですが、今年は各会場ではできま

せんでした。花祭り以外の伝統芸能もほとん

どが中止などになったと思っています。今年

の東栄町の花祭り開催状況は、10 地区のうち、

開催した地区はゼロ、非公開で神事のみやっ

たのは 5 地区、非公開で神事と一部の大事な

舞だけやったのは 3 地区、神事も舞も全くな

かったのは 2 地区という状況でした。 

私たちの住む東園目地区では、非公開で神

事のみを地域住民と保存会員で開催しました。

神事をやることになったら東薗目住民から例

年通り寄付をいただき神事を行いました。神

事や舞などを継承していくために神事が終わ

った後に保存会としてではなく、有志として

非公開で一部行事を実施しました。 

今年、地元での花祭りを経験して結果とし

て発見したことを新たに考え直したことがあ

ります。私は東薗目の花祭保存会の会計も担

当し、例年と違って村の中だけで実施したの

で祭りの運営負担がほとんどありませんでし

た。運営としてはいつもの大変さはありませ

んでした。結果的に住民が住民のために祭り

を行うという本来のお祭りの形になったとい

う声が住民からも聞かれました。 

祭りはそこに暮らす住民が自分たちの地

域のために行う、暮らしや生活の一部、祭り

とは暮らし生活の一部と思って私はこの東栄

町に暮らしながら感じています。ただ過疎化

などの社会状況の変化もあり、祭りを取り巻

く環境は、かなりいろんな状況的に変化が起

きてきたと思っています。村出身者や移住者

が祭りに深く関わることが最近は許され、祭

り継承の可能性が大きくなってきました。 

それから昔と比べて地域外からの参加が

簡単になり、今観光目的のお客さんも増加し

て、村以外の人が関わる可能性が出てきまし

た。そんな中で運営上の費用などおもてなし

をする度合いが村としては増えていきました。

今回のシンプルに祭りを一部だけやったこと
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を考えた時に、住民の寄付だけで寄付は祭り

を維持するために使われることが主な使われ

方なんですけども、一般の方から寄付をいた

だくと祭りの維持にも使いますし、寄付のお

返しみたいなものに使う、それからおもてな

しをしないと、と村の人は思うので、そこに

お金も気も使うことを日常の花祭りの時には

感じていました。ただこれは当然来て見てい

ただくことを考えると仕方ないのかなとは思

います。本来の祭りではなくてイベントの興

行みたいな形になってしまって、もしかした

らその村の持っている経済的なことやキャパ

シティ、場所など、いろんなものを超えてし

まって、村の人が来てくださるお客様のため

にどうしたらいいのかというようなことに知

らぬ知らぬ間に目が向くようになってしまっ

たということがあるのかなと少し感じました。 

それから負の連鎖で、マイナス面ばかり言

っててはいけないんですが、観光の方が増え

たのと同時にカメラマンも増えました。舞庭

はカメラマンの撮影会場のようになり、村の

人たちもカメラの前に立てはいけないと思っ

てしまいます。寄付をいただきながら祭りを

維持しているという面もありますが、祭りへ

の寄付は入場料や食事代ではないと思います。

一般の方で祭りを理解してくださっている方

もだんだん増えてきましたが、初めてやまだ

回数しか来ておらず、伝統芸能をあまり理解

されていない方たちにしてみるとお金も払っ

たのに何もケアしてもらえないとか、こんな

不都合があったとかなど不満が出てきてしま

うこともあると思います。ただこれは祭りと

いうのは最初にも話したように暮らしの一部

なのでそれを見させてもらっている感覚は必

要だと思います。 

花祭りは誰が誰のために開催するのか、一

番の本質を軸にいま一度持続な可能祭りのあ

り方や仕組みを考えていく必要があると思っ

ています。中心となる人たちを支えていく仕

組みを考えていく必要もあるし、それ以外の

形が様々な立場でどうお祭りに関わり、祭り

を本当に維持していくっていうことをサポー

トできるのかと思っています。 

一般のお客様には観光客、サポーター、村

人がどうお祭りを運営していて、こういう見

方で祭りを感じてほしいところをレクチャー

して広げていくことを知ってもらいながら祭

りに参加してもらう仕組みが大事と思います。

普通に町で行われるイベントとは全く違う要

素があると思いますので、祭りは生活の一部

でそこに外からのお客さんがどう関わってい

くかどう関わればいいのかをこの祭りを今後

継続していく村の人からしてみるとすごい力

になると思うのでそんなことを今回祭りがで

きなかったことで改めてシンプルになったか

らこそ感じたことです。 

 

【話題② 意見交換】 

 

吉田 弓 和合の念仏踊りは、間

際までやるかやらないかっていう

ことを議論していました。新仏供

養ということもありましたので中

止にはせず、無観客で開催されました。見張

りを立てるなどして一般見物客は固くお断り

しました。それから今日ここに来れなかった

んですが、坂部の冬まつりを開催されている

平松雅隆さんに電話したら、冬祭りを開催で

きなかったことが悲しくて悲しくてという話

をされました。来年は絶対できるように楽し

みにしているという話でした。 

今中秀裕 神事だけはやったが、舞はやらな

かったなどのお話がありましたが、神事と舞

の違いがなにかということと、先ほど原点回

帰みたいなことを言われていましたが、その

本当の神事だけの原点回帰で、これからコロ

ナが終息した後、観光客が来なくても自分た

ちだけでやっていけるという話になるのか、

そのあたりを教えてください。 

大脇 聡 花祭りでは、太夫が神社でご祈祷
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などするのが神事です。一部神事と言われる

ものもありますが、鬼の舞などは神事とは別

のものとなっています。私が住む東薗目地区

では、神社の祭壇に向かってご祈祷だけして、

舞は行わないという形を取りました。今後は、

外の人を受け入れないということはなく、い

ろんな形が興味を持ってもらって見に来ても

らい、お祭りに興味を持った方がいずれは移

住者になることを考えるとその窓口は開いて

おかないといけないなとは思います。 

伊藤拓真 私が住む足込地区では、コロナ禍

でしたので保存会の役員のみが集まって協議

して開催の可否を決定しました。今後につい

てはまだ話し合う場が持たれていません。全

体で話し合う機会がないのは課題です。 

 

話題③ コロナ禍の経済活動と観光への影響 

東栄町観光まちづくり協会 伊藤拓真 

 東栄町まちづくり観光協会は、

住民の一人一人が主役になりなが

ら、観光協会だけでなく観光で町

を元気にしていこうと平成 29年 4

月 1 日に設立されました。今は任意団体で、

職員 3 名、会員 158 名です。町から半分ぐら

いは補助金をいただき残りは手作りコスメ体

験などの自主事業や会費で賄っています。 

業務として地域内の業者さん会員さんの情報

を発信したり、町と連携してイベントを行っ

たりいろんな情報発信に関することや PR の

支援などの業務です。情報サイトを運営した

り SNS での情報発信、フリーペーパーの発行

をしています。 

コロナ禍での経済活動と環境へ影響につ

いて、東栄町で実際どういうことが起きてい

たかということを紹介させていただきます。

主要なイベントのチェンソーアート世界大会、

東栄フェスティバル、花祭は中止、星空おん

がく祭はオンラインで実施しました。 

緊急事態宣言が出たり解除されたりして、

町内事業者は営業自粛、営業時間の短縮など

の対応などで普段考えないことまで考えるこ

とが増えまして、私たちもそういった相談や

他の店舗がどうしているのか、GoTo トラベル

事業などの情報を共有し取りまとめをさせて

いただく対応が増えました。イベント自体が

なくなりその準備は業務としてはなくなって

きましたが、相談案件など、個別の対応がす

ごく増えました。 

緊急事態宣言で県外への移動自粛などで、

夏期には密を避けて遊べる場を求めて名古屋

圏の観光客が東栄町に殺到する状況になりま

した。今まで来ていなかった方が多かったで

す。もともと各施設のキャパシティがそこま

でなかったので、急激な需要の増加でキャパ

オーバーした。そういった中で自然環境を求

めたり、蜜を避けて遊びにやってくる観光客

がお金を落としていく仕組みが少なかったこ

ともあって、地域にあまりお金が落ちません

でした。 

いろんな課題はあったんですが、逆に可能

性として見えたものもありました。オンライ

ンに対応する方が増えて、情報発信するにも

どんどんオンラインを活用していかないとと

いう町内の業者が増えました。発信すること

への意欲が出てきて意識が変わってきたと思

います。 

あとは山間地域での可能性ということで

色んな仕事面で場所を問わず、テレワークも

町の中でも話題になっている中で、今後移住

ですとかこっちで住みながら仕事したいとい

う問い合わせが役場に増えてきました。営業

短縮などに左右されている事業者があったん

ですが、業者さんが持っている家だったり、

借りている物件だったとしても元々の家賃が

安いので、リスクは低かったのかなと思いま

す。またアウトドアコンテンツの需要が増え

てきたことで、夏に人が溢れた一方で 情報

として伝えていくとアウトドア向けのコンテ

ンツを見ていただいてすごく楽しんでいただ

ける方が増えてように思います。 
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コロナ禍での取り組みの 1 つとしては、町

内の飲食店のテイクアウトや取り寄せの情報

発信を強化しました。チラシに情報を取りま

とめて近隣の市町村に対応しまた。2 つめは

オンライン企画の実施支援です。オンライン

でイベントができないかという相談が多くあ

りました。何のためにイベントをやっている

のか見つめ直す機会にもなりました。3 つめ

は密を避けて実施するイベントで、新しい形

を模索する取り組みです。たくさんの人を呼

ぶではなく、少人数のお客さんを対象として

付加価値の高い企画「ビューティーツーリズ

ム」も行いました。4 つめはフリーペーパー

でのアウトドアの特集や、自転車を活用した

まちめぐりのプロジェクトを立ち上げました。 

これからどういうことが必要になってく

るかという点では、自然環境だけない東栄町

ならではの魅力を作り、付加価値を付けて情

報発信して、一過性ではないリピーターにつ

なげていくことができたらと思います。密を

避けた形でのイベントの検討ということでは、

既存の店舗を巡ってもらうことでまちにお金

が落ちるイベントのやり方を考えて周遊でき

るように進めていきたいです。もう 1 つは、

こういう状況が激しく変化していく中で、近

隣地域からの誘客が重要になってくると思い

ます。 

 

諏訪湖八ヶ岳自転車活用推進協議会 

小口良平 

私は自転車で世界一周旅を約 8

年半して、諏訪地域で自転車の活

動をし、辰野町に移住しまして上

伊那地域で自転車関連のアドバイ

ザーを務めています。辰野町ではサイクルス

テーションを運営しています。 

今年はコロナの影響で自転車業界は追い

風傾向になっております。それは 2 つの理由

があって 1 つとは三密を避けやすい観光であ

ること、もうひとつは三密を避けやすい移動

手段であることです。ヨーロッパでは自転車

購入の補助や修理の補助費等を出しておりま

した。日本では自転車の売れ行きが例年に比

べても何倍もの売り上げになっている状況で

す。自転車移動や観光の需要が生まれました。

ただ私たち自転車業界はいろんな変化に対応

せざる得ない状況になっております。 

昨年は私たちはガイド養成を 2 泊 3 日で行

なう予定でしたが、できませんでした。今年

は半分以上がオンライン講義で、実働を 1 泊

2 日ぐらいを現地で行うような予定です。サ

イクリングガイドと行政系の方々のアドバイ

スというの 2 つに分けて行う予定です。でき

るだけ 3 密を避けながら密になる室内を避け

るような形でガイド養成を行っています。 

辰野町ではサイクルマップルートを作っ

ていますが、今年度はたくさんの人を誘致す

る動きがなかなか取りづらかったこともあっ

て、看板を設置しました。一人でも回れるよ

うにサイクルマップ看板を3ルート63か所に

設置しました。この時に設置して良かったと

思ったのは、改めて危険箇所や設置しなけれ

ばいけないところの見直しもできましたので

コロナ禍での学びがありました。外国人の方

がやがてやってくるような環境をつくってい

かなければとこういった対応してます。 

三遠南信の話になりますが、上伊那北部で

アドバイザー活動をやり、3 年ほど前からサ

イクルスタンドの設置などの環境整備をして

おります。サイクルマップも 2020 年度に作り

まして、不特定多数の人が走れるようにしま

した。ツアーは今まで県外の方もお呼びして

たのですが、今年は県内重視で、県内の方限

定の少人数制で 5 人 4 グループに分けながら

走るツアーになりました。 

 今年度の事業からは地域の学生にプロデュ

ースしてもらいサイクルツーリズムを進めよ

うとしました。その目的の 1 つは地域のマイ

クロツーリズムをもう一度見直すために学生

の新しい目線で地域の人たちに気づきを得て
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もらおうと上伊那北部で事業を進めいます。

また、8 市町村では DMO と一緒にサイクルマ

ップを使って環境整備を進めています。伊那

谷を見ると公共インフラが非常に使いづらい

状況があります。やがてやってくるリニアを

見据えて飯田方面から人を呼び込み、そして

特急あずさから諏訪の方から呼び込んで、こ

の伊那谷の人を呼び込む環境整備をサイクリ

ングマップでしていこうと考えています。実

は伊那谷の方には飯田線があり、駅がたくさ

んあります。距離にして 55 キロの間に 22 駅

もあります。約 2.5 キロに 1 駅の間隔になり

ます。この公共インフラを使いながら自転車

と二次交通で観光商品を作ったり、不特定多

数の人が少人数でも走れるようなマップ作り

と案内できるガイドサイクリングを充実させ

て、電動アシスト付き折りたたみ式の e バイ

クを使って女性や子供でも走れるような環境

を作ろうと今年度は実証実験をこの地域にお

いて行なっております。回を重ねて見えてき

たことで、行政の方が観光客目線から観光事

業者の目線に変わるという瞬間がありました。 

私の意見ですが、いわゆる廃道を作るとい

う考え方になります。これだけ人口減になる

と減収入となります。町村の収入をどう分配

するのか、もう使わない、あまり通らなくな

った道はもう整備にお金をかけない、その代

わりに使う道を整備して自転車、歩行者、自

動車の分担率を上げ、自転車人口を増やすこ

とによって健康寿命は増えます。フレイルと

いう 70歳から 80歳以上に約 1000万円の医療

補助費、負担がかかっています。負担が町か

ら浮いてくるとより道にお金をかけられるこ

とで、最終的には自転車移動の分担率を上げ

ることが三密を避けるコロナ対策にもつなが

ります。 

自転車の観光を大々的というよりは緻密

に徐々に進めるべきだと思います。今私はこ

ういった活動をしております。 

 

【話題③ 意見交換】 

 

後藤和彦 山間部の伝統芸能は重

要な観光資源だと思います。新野

の雪まつりも神事のみでした。大

脇さんのお話が基本的なことです

が、観光資源として祭りと暮らしの一部の祭

りを同取り入れていくのかは大きな課題とな

ってくると思います。 

水上一文 都市部からの観光客に

対する地域や店舗の受け入れの体

制が整っていないとか、制度の活

用が足りなかったのか、そのとこ

ろにもう一度教えてください。 

伊藤拓真 昨年は自然を求めた観光客が多く、

お金を落としてもらう仕組みができていませ

んでした。この問題は奥三河地域全体でそう

でした。地元の飲食店も域内の方をお客と思

っているところがあり、外向けの準備ができ

なかったと思います。この点については各飲

食店がコンセプトを決めて、早めに対応を考

えてないといけないと思います。 

中野 眞 昨年、浜松市天竜区熊

地区の道の駅の横にある路線バス

停車跡で移動販売車 6 台を使って

小さなマルシェを開催しました。

地元に食料品店がないので、魚屋さんにも来

てもらいました。そうしたら観光客だけでな

く地元のみなさんにもたいへん喜んでもらい

ました。 

平川雄一 昨年夏の東栄町の道路や飲食店の

混雑状況、観光まちづくり協会の効果はあっ

たのでしょうか。また、サイクルツーリズム

と飯田線活用方法についてもう少し具体的に

教えてください。 

伊藤拓真 新城で渋滞して東栄町まで来れな

かったことがありました。営業していた飲食

店のなかでも国道沿いの店では混雑したよう

です。しかし新しい観光客を分散させる案内

ができなかったです。そういったことで観光
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まちづくり協会ができて 4 年になりますが、

効果が発揮できるのはこれからだと思ってい

ます。 

小口良平 今レンタル用に折りたたみの電動

アシスト自転車 e バイクを使っています。コ

ンパクトになって電車に持ち込みやすく、女

性や子どもに人気があります。これを利用し

て、南北に長く地形の起伏が大きい伊那谷の

サイクリングコースを半分走って、あとは電

車で帰ってもらうというイメージで飯田線を

活用する構想は考えています。 

小山舜二 昨年夏の奥三河はパニ

ック状態でした。癒やしを求めて

きた観光客はお金を落とすことは

ありませんでした。それから伝統

芸能は、私の住む新城市四谷ではこれまでも

寄付なしで実施しています。サイクルツーリ

ズムはこれだけ自転車人口が増えてブームに

なると思っていませんでした。かつては新城

市でも自転車の拠点施設がありましたが、ブ

ームになる矢先に廃止され、残念なことでし

た。 

後藤由行 売木村での「うまい！

うるぎ米そだて隊」で毎年多くの

都市部から申し込みがあります。

しかし、昨年は 2 回しか実施でき

ませんでした。コロナの影響で参加者が減り

ました。来年度は様子を見ながら少人数で実

施する計画です。 

■まとめ・閉会あいさつ 

NPO 法人地域づくりサポートネット 

山内秀彦 

 今日の意見交換会では、市民活動、文化の

伝承、経済的にも厳しい時代になり、密を避

け、人が集められない中で集まらなくてもで

きることも発見できました。他にも新しいも

のが見えてきたことがありました。伝統芸能

も何のためにやるか、こういう時だからこそ

見つめ直し、新しいターゲットを狙えること

や付加価値をつけるという考えが出てきまし

た。もうすでに新しい形で取り組んでいる

方々や取り組みたいという地域があるという

ことが情報交換できてわかってきました。い

ろいろつながったりしことを三遠南信地域に

活かしていくことを期待したいなと思います。 

2021 年度の住民セッションは東三河で開

催される予定だと思いますが、コロナとどう

向き合いながら新しい人たちを受け入れたり

新しいことを始めたりすることができそうで

す。これがスタートという形になって，また

新しいマッチングができればと思います。今

回の住民セッションはコロナの影響で、オン

ラインでリモート（遠隔）の会議の方式でみ

なさんに集まっていただいて実施した新しい

試みでした。また実際に顔を合わせて意見交

換できることできる日が来ることを願って、

閉会とさせていただきます。ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民セッション事前収録にリモート参加者のみなさん 


